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発行責任者 会 長 赤﨑 弘熙

地区コミは、土日祝は、お休みとなっております。セントピアは第１月曜日が休館日
です。ご注意ください。 １１月のセントピア休館日 11月2日（月） 3日も祝日で休みです。

保健福祉部会では、先月、小地域ネットワークお茶会を開催し、自治会長、民生委員、アドバイザーに声掛
けしての、情報交換をしました。その中で、地区全体のスローガンを作ろうという事で候補をあげました。
16日の実行委員会で、上記の通り決定しました。これは、保健福祉部会の中で決めましたが、高齢者に特化
したものでなく、地区全体でのスローガンとして利用することにしました。
コロナ禍のなかで、声掛け？と思われるかもしれませんが、ソーシャルディ

スタンスを守り、感染予防策をとりながら十分に出来ることです。一人暮らし
の方々の引きこもりを防ぎたいところです。B面にも掲載しておりますが、こ
の経過をたどり、自治会単位での「見守りマップ」の製作も
始めました。希望自治会で社協の指導で、製作します。

10月の総合大学
10月19日の総合大学では、大原野池公園散策をしま
した。ソーシャルディスタンスを守れる屋外での公園散
策。美味しい空気を吸って、気晴らしになりました。小
雨が降っていたので、パークゴルフの体験が、思ったよ
うに出来ない中、31名もの参加がありました。
コロナの感染がなかなか、終息しない今、引きこもり

がちになる方もいらっしゃいます。「コロナうつ」とも
言われ、社会問題にもなっています。地区コミでは、万
全の対策をとりながら、出来る範囲（飲食等しておりま
せん）での学習の機会を組んでおります。

参加ありがとうございました。撮影時のみマスクを外しております。

「コロナに負けんど！」事業 ②

見守り・声掛け くまんじょの輪

小地域ネットワークお茶会から選抜委員の方々

<１１月のまるごとささえ愛講座>
楽しいレクレーション １１月９日（月）

１０時～
セントピア 多目的ホール

３密を避け、開講しております。
当日参加大歓迎です。
水分補給の準備をお忘れなく

問い合わせ 20-1870 地区コミ

隈之城小学校からのお知らせです！



日も祝日で休みです。

【 令和２年度9月実績 】
ゴミ出し ２３件
ゴミ分別・回収・搬出 ２件
家屋管理 ２件
草取り １件
軽作業（窓枠・台風前後）２件（4回）
買い物支援 ２件

※ボランティアの方々のご協力に感謝し
ます。常時、ボランティア募集中！

まるごとささえ愛事業担当
新原

10月9日、隈小3年生と地区の高齢者が
世代間交流授業で「昔の遊び道具を作って
遊ぼう」をしました。コロナ禍で、なかな
か協力のもらえない中、協力してくださっ
た方々に心から感謝申し上げます。
子供達、大変楽しそうでした。

今のおじいちゃん・おばあちゃん
世代は、手づくりの遊び道具で遊
んだ世代ではありません。その上
の世代の方々に、ご協力頂けたの
は、ありがたいでした。
前もって、打合せをして、道具

の準備等してくださった方々には
心から御礼申し上げます。

例年、夏休み前に開催する青パト隊と警察関係・学
校関係、青少年育成部会との情報交換会がコロナの感
染拡大の防止の観点から、なかなか開催できませんで
した。10月7日、万全の予防策を取りながら、開催
しました。学校や警察、交番に異動があり、初めての
顔合わせになったと大変喜んでもらえました。
通学路、青パト

学校生活、生活指
導などについて、
たっぷり時間をか
けて情報・
意見の交換
が出来まし
た。

小地域ネットワークお茶会から選抜委員の方々

10月２４日開催予定の「はんやジュニア大会」
に今年も隈小の子どもたちが出ます。
当日は、入場制限があるので、行けませんが、地

区コミで製作したオリジナルはっぴで、楽しく踊っ
てきて欲しいです。
頑張れ 隈小はんや隊！！

矢倉自治会が、社協の指導の
もと、マップ作りを始めました。
このマップは日ごろの交流の状
況を地図に書き込んでいくもの
で、災害時等、見守る方々に負
担を負わせるものではありませ
ん。身近な事です。他の自治会
でも、興味のある方は、地区コ
ミまでご連絡ください。矢倉自治会

作成の様子

小地域ネットワークお茶会 意見交換会

見 守 り 実 行 委 員 会

スローガン決定「見守り・声掛け・くまんじょの輪」

見守りマップ作り 要望自治会へ社協指導
毎
月
「
楽
し
い
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
」
も
賑
や
か
に
開
催

昔の遊び道具つくりには、小刀や裁縫道具が必

要です。子どもたち、道具の使い方に四苦八苦

高齢者の方々の手慣れた様子には、リスペクト！

ハッピ３０枚

贈呈しました！


